


























第１セッション 経済発展・社会進化とガバナンス問題(2 月 22 日、午前 9:30 開始) 
京都大学 八木紀一郎「経済発展過程におけるガバナンス問題」   
  日本研究中心 魏全平「東アジア経済発展における公的機関のガバナンス」 
  京大院生 牧野邦昭「東アジアにおける社会進化論：河上肇・高田保馬を中心に」 
 京大院生 吉野祐介「中国における進化論に関する一考察：ハイエクを題材として」  




  +中国側大学院生のプレゼンテーションもふくめ質疑応答 
  福井県立大学 鄭海東 
「WTO 体制下の国際ルールと国家利害－内国民待遇原則の含意と運用」 
第３セッション 企業改革(2 月 22 日、午後)  
  京都大学 下谷政弘「東アジアのコーポレートガバナンス」 
  日本研究中心 張浩川「中国経済発展における中小企業のガバナンス」 
  京大院生 川本真哉 
「企業の投資行動と支配的株主の性質：戦前日本からのインプリケーション」 
  京大院生 高田 公「中東欧諸国における銀行部門民営化について」  
  +中国側大学院生のプレゼンテーションも含め質疑応答 
 
第４セッション 環境問題と環境政策(2 月 23 日、午前 9:30 開始予定) 
復旦大学 呉立波「日本の循環型経済と中国へのその示唆」 
京都大学 植田和弘「中国と環境政策」 
  京大院生 表 正賢「CGE モデルを用いた環境政策研究」   
  京大院生 大林 光「Central Asian Gas Trades and the Russian Gas Chain」 
  +中国側大学院生のプレゼンテーションも含め質疑応答 
全体総括会議(2 月 23 日、午後)  
  日本研究中心 樊勇明 













    「図們江-羅津ルート開発の新しい可能性について」 







開会挨拶    山本裕美(京都大学経済学研究科上海センター長) 




    スサバンディット・インシシェンメイ(ラオス計画投資委員会国家経済調査研究所) 
「ベトナムの経済改革と比べたラオス改革の特徴について」(14:20-14:40) 
    ヌゲン・ノグトアン(ベトナム国立政治アカデミー専任講師) 
 討論(14:40-15:15) 
  休憩 
第Ⅱ部 キューバと中国 
「キューバにおける経済改革の特徴について」(15:30-16:30) 
    新藤通弘(アジア・アフリカ研究所・研究員) 
「中国の経済改革と比べたキューバ改革の特徴について」(16:30-16:50) 





















































































ナー(2005 年 12 月 21 日開催)でのご報告を「ニューズレター」編集部の責任でまとめたも
のです。) 
 
